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昔から「寒
かん

の餅」といい、一年で一番寒い時期（大寒のころ）についた餅は、おいしい上
に長持ちするといわれ、各家庭でかき餅づくりが行われてきました。

「そば処 春来てっぺん」では昔ながらのかき餅づくりが最盛期を迎えています。切りそろ
えた餅を一枚一枚わらで結わえ、一連ずつ丁寧につるしていきます。白、黒豆、青のり、
エビなど色とりどりのかき餅はすだれのようです。
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‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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町政のうごきから

▪しんおんせん防災ネット▪
　しんおんせん防災ネットに登録すると、兵庫県
災害対策センターや兵庫県但馬県民局のほか、新
温泉町の緊急情報などを携帯電話のメールで受け
取ることができます。
　どこにいてもいち早く、確実に最新情報を得る
ことができます。
▪配信される内容▪
①緊急情報
　地震や台風等の災害時の避難勧告や避難指示な

どの緊急情報
②町からのお知らせ
　防災・防犯・交通安全等に関するお知らせ情報
③気象情報
　兵庫県内の震度４以上の地震や津波に関する情

報、大雨・大雪などの気象警報
▪料金▪
　登録は無料。通信料がかかります。（１件数円
程度）
▪登録方法▪
　次のページの登録方法を参考に、登録してくだ
さい。

 ２月１日から　緊急・気象情報をメールでお知らせ
しんおんせん防災ネットが配信スタート
          携帯電話をお持ちの方は登録してください

　現在、本町では、災害発生時などの緊急時には、防災行
政無線やＣＡＴＶなどで緊急情報をお知らせしています
が、２月１日から携帯電話のメール機能を利用して緊急情
報などを配信する「しんおんせん防災ネット」がスタート
しました。
　しんおんせん防災ネットは、すべての携帯電話に対応し
た町の防災版ホームページ。携帯電話だけでなく、パソコ
ンからも見られます。
　同時に、ＮＴＴドコモの緊急速報「エリアメール」を利
用した町の緊急情報の配信もスタートしました。

子どもをお持ちの家庭の場合。雪が
降り続いているけど学校は休みにな
るのかな？
　テレビなどの気象情報を見るこ
とができないときも、警報が発令
されたら、あなたの携帯にメール
でお知らせ。休校・休園への対応
がすぐにできて便利です。

グラッと揺れました。地震のよ
うです。津波は大丈夫？
　県内の震度４以上の地震や津
波に関する情報が、携帯電話に
届きます。いち早い避難につな
がり、安心です。

こんなとき便利！

　　　安心！

このようにメールが届きます
（防災ネットのメール例）
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町政のうごきから 
町
民
の
皆
さ
ま
へ

　
　 

町
名
は
現
行
の
ま
ま
と
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　                                        

町 

長
　
岡 

本 

英 

樹

　

昨
年
11
月
29
日
に
町
名
検
討
委
員
会

（
西
村
銀
三
会
長
）
の
報
告
書
を
受
け
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
名
は
、
現
行
の

ま
ま
「
新
温
泉
町
」
と
し
て
変
更
し
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆

様
へ
報
告
い
た
し
ま
す
。

合
併
協
定
書
の
た
だ
し
書
き

　

平
成
17
年
10
月
に
新
温
泉
町
が
発
足

す
る
際
、
合
併
協
定
書
に
「
町
名
は
合

併
後
に
検
討
す
る
」
と
の
た
だ
し
書
き

が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
合
併
し
た
後
も
こ
の
条
項

に
基
づ
く
検
討
が
実
施
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
、
検
討
課
題
と
し
て
残
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
合
併
協
定
書
は
浜
坂
町
・
温

泉
町
両
町
の
合
併
に
つ
い
て
の
基
本
合

意
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

協
定
項
目
に
沿
っ
て
事
務
調
整
す
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
本
規
定
を
誠

実
に
履
行
す
べ
き
と
判
断
し
、
平
成
22

年
７
月
31
日
、
町
名
変
更
の
是
非
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
の
新
温
泉
町
町
名

検
討
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

町
名
検
討
委
員
会

　

町
名
検
討
委
員
会
の
第
２
回
会
議
で

は
、
関
西
学
院
大
学
の
小
西
砂
千
夫
教

授
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
私
も
聴
講
い

た
し
ま
し
た
。
小
西
教
授
は
委
員
会
に

お
い
て
は
、「
後
世
に
残
る
議
論
を
し

て
ほ
し
い
。
議
事
録
が
成
果
物
で
あ

る
。」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
１
年
４
カ
月
、
各
種
団
体

懇
談
会
や
住
民
懇
談
会
の
開
催
あ
る
い

は
観
光
大
使
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
住
民
意
見
の

聞
き
取
り
に
尽
力
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
住

民
意
見
を
参
考
と
し
て
町
名
変
更
の
是

非
に
つ
い
て
議
論
を
積
み
重
ね
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
重
ね
ら
れ
た
議
論
、

努
力
に
対
し
、
西
村
会
長
を
は
じ
め
委

員
会
の
皆
様
に
は
敬
意
を
表
し
、
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、「
町
名
検
討
報

告
書
」
を
受
け
取
り
ま
し
た
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
「
町
名
は
変
更
す
べ

き
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
、「
熟

慮
の
上
、
対
応
す
る
こ
と
」
を
求
め
る

も
の
で
し
た
。

検
討
委
員
会
の
報
告
書

　

委
員
会
は
、
①
町
名
変
更
に
伴
う
費

用
負
担
の
問
題
、
②
合
併
か
ら
５
年
以

上
経
過
し
て
い
る
時
間
的
な
問
題
、
③

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
関
わ
る
問
題
を

中
心
に
議
論
す
る
な
か
で
、
委
員
会
が

主
催
し
た
住
民
懇
談
会
等
に
お
い
て

は
、「
町
名
を
変
更
し
な
い
」
と
い
う

意
見
が
多
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
ま

す
が
、
個
々
の
委
員
が
地
域
住
民
か
ら

聴
い
た
意
見
の
な
か
に
は
「
町
名
を
変

更
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
多
く
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
議
論
す
る
中
、
協
定
項
目

に
対
す
る
認
識
の
差
異
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。「
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
町
名
は
変
え
な
い
。」
と
い

う
意
見
と
「
町
名
を
変
え
、
し
こ
り
を

解
消
し
な
い
と
町
づ
く
り
は
出
来
な

い
。」
と
す
る
相
反
す
る
意
見
が
あ
り
、

委
員
会
の
統
一
意
見
と
し
て
ま
と
め
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
記

名
投
票
の
結
果
、「
町
名
を
変
更
す
る
。」

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

判
断
の
視
点　
　
　
　

　
　
　

   「
時
間
の
経
過
」

　

団
体
懇
談
会
や
住
民
懇
談
会
等
で
の

住
民
意
見
と
委
員
会
の
結
論
が
分
か
れ

た
原
因
、
そ
れ
は
「
時
間
の
経
過
」
で

は
な
い
か
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
合
併

後
速
や
か
な
検
討
で
あ
れ
ば
、
今
と
は

状
況
が
異
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、合
併
後
６
年
の
歳
月
、
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時
間
の
経
過
の
な
か
で
、
住
民
・
行
政

に
お
い
て
、
ま
た
、
対
外
的
に
も
「
新

温
泉
町
」
と
い
う
名
称
が
徐
々
に
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
報
告
を
尊
重
す
る
こ
と
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

町
長
と
し
て
下
し
た
判
断
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
住
民
間
に
軋あ
つ

轢れ
き

が
生
じ
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
報
告
書
を
受
け
取
っ
て

以
来
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
後
退
さ

せ
る
こ
と
な
く
更
に
推
進
さ
せ
る
こ

と
、
住
民
間
に
し
こ
り
を
生
じ
さ
せ
な

い
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
町
名
変
更
の

是
非
に
つ
い
て
熟
慮
と
慎
重
な
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

６
年
の
実
績
と              

将
来
を
見
据
え
て
判
断

　

超
少
子
高
齢
社
会
下
の
人
口
減
少
、

高
度
情
報
化
の
進
展
、
地
球
環
境
保
全

意
識
の
向
上
、
国
際
化
社
会
へ
の
移
行

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
く
変
化

し
て
い
る
社
会
に
お
い
て
、
地
域
個
性

が
発
揮
さ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

休
む
こ
と
な
く
、
持
続
し
て
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
町
基
本
構
想
の
後
期

５
年
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
策
定
中
の
「
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
に
沿
い
、
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
す
と
と
も
に
、
合
併
後

の
積
み
残
し
の
課
題
で
あ
る
町
花
・
町

木
・
町
鳥
、
町
の
歌
及
び
町
民
憲
章
な

ど
町
の
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
合
併
後
の
６
年
以

上
に
わ
た
る
歳
月
の
積
み
重
ね
の
中

で
、
住
民
と
行
政
が
連
携
し
て
住
民
の

融
和
と
一
体
感
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で

来
た
経
過
を
大
切
に
し
、
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
努
力
の
実
績
を

継
承
す
る
こ
と
が
、
過
去
に
と
ら
わ
れ

ず
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
判
断

し
ま
し
た
。

　

町
名
は
現
行
の
ま
ま
と
し
ま
す
。

　

こ
の
判
断
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し

て
、
今
後
、「
人
と
人
と
の
絆
」
を
大

切
に
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
、
本
町
の
さ
ら
な
る
一
体
感
の

醸
成
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　～　認知症の方を手助けします　～

認知症サポーターステッカーをあなたの店先にも

　町では、街中で困っておられる認知症の人を見かけ
たとき、できる範囲でそっと手助けしていただく応援
者「認知症サポーター」を増やす取組みをすすめてい
ます。
　認知症サポーターがいることがわかるように、店先
などに貼っていただくステッカーを作りました。認知
症サポーター養成講座を受講した団体、事業所などに
ステッカーをお渡ししています。
　認知症の方が住みやすいまちづくりに参加してくだ
さい。

　◇交付対象　養成講座を実施した町内の事業所
　◇問い合わせ
　　地域包括支援センター　℡ 82 ‐ 5623
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ご協力ありがとうございました

 再生可能エネルギーに関するアンケート結果を
お知らせします

町政のうごきから

　町では、環境にやさしい再生可能エネルギー導入の指針となる「新温泉町エココ
ンパクトタウン構想」の策定を進めています。
　昨年９月に、住民のみなさまを対象にアンケートを実施し、3,210 件の回答をい
ただきました。その結果がまとまりましたので結果の一部をお知らせします。アン
ケートにご協力いただきありがとうございました。詳細は、町ホームページに掲載
しています。　　　　　　　　　　　　　企画課　情報基盤整備係　℡ 82-5624

◆アンケート実施概要
種類（対象） 配布数 回答数 回答率 (％ )

住民アンケート（全世帯） ５，３２９ ３，２１０ ６０．２
事業所アンケート（抽出） １００ ６０ ６０．０

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

太陽光発電 

風力発電 

太陽熱利用 

温泉熱利用 

燃料電池 

中小規模水力発電 

バイオマス熱利用 

地熱発電 

バイオマス燃料製造 

廃棄物発電 

バイオマス発電 

雪氷熱利用 

コージェネレーション 

温度差エネルギー 

◆
回
答
者
（
全
体
）

　

回
答
者
の
年
齢
は
60
歳
以
上
が

54
％
、
性
別
は
男
性
、
女
性
と
も
ほ

ぼ
同
数
で
し
た
。

　

住
居
は
一
戸
建
て
（
自
己
所
有
）、

木
造
住
宅
（
88
％
）
が
多
く
、
築
年

数
も
30
年
以
上
が
52
％
で
し
た
。 

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て

◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
知
っ
て
い
る
も
の

は
？　
　
　
　
　
　
　
　
　

︿
右
下
グ
ラ
フ
参
照
﹀

　

よ
く
知
っ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、

太
陽
光
発
電
（
808
件
）、
風
力
発
電
（
770
件
）、
太
陽

熱
利
用（

651
件
）、温
泉
熱
利
用（
273
件
）の
順
で
し
た
。

な
お
、「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
も
同
じ
順
で
し
た
。

◇
あ
な
た
の
家
庭
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

︿
次
ペ
ー
ジ
上
段
グ
ラ
フ
参
照
﹀

　

既
に
導
入
し
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
回
答
で
は
、
温
泉
熱
利
用
（
384
件
）、
太
陽
熱
利
用

（
103
件
）、太
陽
光
発
電
（
48 

件
）、薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
（
30 

件
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。
温
泉
熱
利
用
に

つ
い
て
は
浜
坂
、
湯
地
区
の
配
湯
事
業
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
導
入
を
検
討
中
の
機
器
で
多
い
の
は
、
太
陽

光
発
電
、
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
太
陽
熱
利
用
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
は
あ
る
が
導
入
で
き
な
い

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
状
況

　

冷
房
は
扇
風
機
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
電
気
利
用
が
多
く
、
暖
房
は
石
油

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等
の
石
油
利
用
の

割
合
が
高
い
よ
う
で
す
。

　

風
呂
の
給
湯
、
台
所
の
燃
料
は
ガ

ス
利
用
が
主
流
で
し
た
が
、「
昔
利

用
し
て
い
た
」
の
割
合
も
高
く
、
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
流
れ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。 

よく知っている

聞いたことがある

※

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
自
然
の
力
で
反
復

的
に
補
充
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
、
太
陽

光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
設
備
を
導
入
す
る
際
に

欲
し
い
情
報
は
？　
　
　
　
　
　

︿
左
グ
ラ
フ
参
照
﹀

　

欲
し
い
情
報
と
し
て
は
、「
設
置
に
関
す
る
費
用
」（
１
，

４
７
１ 

件
）、「
助
成
制
度
の
内
容
」（
１
，２
６
９ 

件
）や
、

「
コ
ス
ト
面
で
の
導
入
効
果
」（
１
，
２
０
９ 

件
）
と
い

う
回
答
が
多
か
っ
た
よ
う
に
、
設
備
の
導
入
に
は
費
用

対
効
果
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
で
す
。 

　

こ
の
ほ
か
、
自
由
記
載
、
意
見
欄
に
も
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
活
か
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

設置に要する費用 

助成制度の内容 

コスト面での導入効果 

設備の仕組み 

設備の実物に接する機会 

環境への貢献度 

専門家等の相談窓口 

その他 

0 10 20 30 40 50

再生可能エネルギー等の導入に際しての助

成制度の充実 

公共施設への再生可能エネルギー等や省

エネルギー設備の導入 

再生可能エネルギー等や省エネルギーの

設備・機器に関する情報の提供 

公用車への電気自動車やハイブリッド自動

車の導入 

地球温暖化問題やエネルギー問題に関す

る情報の提供 

再生可能エネルギー等の導入や省エネル

ギーに関する町民の活動の場づくり 

専門家の派遣や相談窓口の設置 

その他 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

太陽光発電 

風力発電 

太陽熱利用 

温泉熱利用 

燃料電池 

薪・ペレットストーブ 

その他 

◆
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◇
町
と
し
て
ど
う
い
う
施
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
？　
　
　
　
　
　
　

︿
左
グ
ラ
フ
参
照
﹀

　

町
の
施
策
と
し
て
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
導
入
に
際
し
て
の
助
成
制
度
の
充
実
に
力
を
入

れ
る
べ
き
」
と
い
う
回
答
が
１
，
３
１
９ 

件
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
公
共
施
設
へ
の
設
備
の
導
入
」

（
１
，
２
０
３ 

件
）、「
設
備
・
機
器
に
関
す
る
情
報

の
提
供
」（
７
８
８ 

件
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

機
器
で
は
、
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
、
薪
・
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
、
風
力
発
電
、
温
泉
熱
利
用
が
多
い
よ
う

で
す
。
導
入
の
予
定
が
な
い
機
器
で
多
い
の
が
風
力
発

電
、
燃
料
電
池
、
薪
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
温
泉
熱

利
用
の
順
と
な
っ
て
い
す
。

　

な
お
、「
興
味
は
あ
る
が
導
入
で
き
な
い
」ま
た
は「
導

入
の
予
定
は
な
い
」
と
選
択
し
た
理
由
と
し
て
は
、

　

①
コ
ス
ト
面
で
の
導
入
効
果
が
不
明

　

②
現
在
の
設
備
（
機
器
）
が
使
え
る

　

③
設
置
場
所
が
無
い

　

④
維
持
管
理
に
か
か
る
労
力
が
大
き
い

　

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
知
識
が
な
い

　

な
ど
の
理
由
が
多
く
、そ
の
他
の
理
由
と
し
て
は「
経

済
的
な
ゆ
と
り
が
な
い
」「
雪
が
多
い
」「
日
照
条
件
が

悪
い
」
な
ど
の
記
述
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

既に導入している

導入を検討中

興味はあるが導入
できない

％

％

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

太陽光発電 

風力発電 

太陽熱利用 

温泉熱利用 

燃料電池 

薪・ペレットストーブ 

その他 
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 新温泉町ふるさとの成人式
２０６人が大人への第一歩を踏み出す

　

１
月
８
日
、「
平
成
24
年
新
温
泉
町

成
人
式
」
が
夢
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

今
年
成
人
を
迎
え
た
２
０
６
人
（
男
子

１
０
１
人
、
女
子
１
０
５
人
）
の
門
出

を
祝
福
し
ま
し
た
。
今
年
は
新
成
人

１
７
１
人
が
出
席
し
、
成
人
と
し
て
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
新
成
人
へ
の
祝

福
と
激
励
の
言
葉
を
贈
る
と
、
新
成
人

を
代
表
し
て
岸
本
龍
さ
ん
（
和
田
）
と

植
村
り
か
さ
ん
（
湯
）
が
「
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
に
思
い
き
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
自
分
の
選
ん
だ
道
に
悔
い
を
残
さ

な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。」
と

成
人
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
客
席
で

見
守
っ
て
い
た
親
へ
感
謝
の
言
葉
を
伝

え
ま
し
た
。

　

新
成
人
も
参
加
し
て
宇
都
野
麒
麟
獅

子
舞
が
披
露
さ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
福
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
新
成

人
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
で
は
、
ビ
ン
ゴ

大
会
と
近
況
報
告
や
今
年
の
抱
負
を
発

表
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
記
念
写
真
を
撮

り
合
う
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
友
人
と
の

再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

―
問
い
合
わ
せ
―

　

社
会
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

新成人も参加した麒麟獅子舞 たくさんの人に当たったビンゴ大会

成人のことばを述べる新成人の２人

友人と写真を撮り合います

晴れ着と笑顔で記念撮影
（写真上、右）
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日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱
の
紹
介

　

１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）、
縫
い

針
製
造
工
場
と
し
て
創
業
。
そ
の
後
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
利
用
し
た
レ
コ
ー
ド

針
の
製
造
に
転
換
し
、
工
業
用
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
製
品
の
研
究
開
発
を
推
進
。
現

在
は
、ゲ
ー
ジ
コ
ン
タ
ク
ト
（
測
定
子
）

や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
ー
、
ド
レ
ッ
サ
を

は
じ
め
Ｃ
Ｄ
レ
ン
ズ
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど

の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
歯
科
医
院
で
虫
歯
を
削
る

と
き
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
ー
が
使
わ
れ

ま
す
。
あ
の
直
径
１
㎜
余
り
の
金
属
軸

の
先
に
は
パ
ウ
ダ
ー
状
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱
の
製
品
は
、

そ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
装
着
が
徹
底
し

て
均
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
加
工
性

と
安
定
し
た
寿
命
を
保
っ
て
い
ま
す
。

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
金
属
の
電
気
的

メ
ッ
キ
技
術
を
誇
り
ま
す
。
特
に
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
ー
は
、
独
自
の
メ
ッ
キ

技
術
に
よ
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
軸
に

均
一
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
電
着
す
る
技

術
を
保
持
し
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
も
レ
コ
ー
ド
針
は
お
よ

そ
２
，
０
０
０
種
類
の
製
品
を
一
貫
生

産
し
て
お
り
、
熟
練
し
た
技
術
を
持
つ

「
職
人
」
が
、
ひ
と
つ
ず
つ
手
作
業
で

仕
上
げ
、
国
内
外
の
レ
コ
ー
ド
愛
聴
家

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

小
さ
な
町
か
ら
世
界
を
市
場
に

　

原
材
料
の
購
入
先
や
製
品
の
販
売
先

は
主
に
海
外
や
大
都
市
圏
で
す
。
し
か

し
、
新
温
泉
町
の
拠
点
を
守
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
仲
川
和
志
社
長
は
地
元
に

こ
だ
わ
る
理
由
を
「
但
馬
人
は
寡
黙
で

粘
り
強
く
、
こ
つ
こ
つ
と
物
づ
く
り
に

向
い
て
い
る
と
思
う
。
技
術
の
流
出
も

守
ら
れ
、
ま
じ
め
で
堅
実
な
人
が
集

ま
っ
て
く
れ
て
い
る
。」
と
、『
職
人
』

の
人
材
を
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
か
ら
技

術
者
を
招
へ
い
し
、
職

人
が
積
み
上
げ
て
き

た
経
験
と
学
術
的
技

術
を
融
合
さ
せ
て
新

技
術
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

仲
川
社
長
は
、
ス
イ

ス
に
あ
る
協
力
企
業
を
例
に
「
社
員
皆

が
、地
方
に
あ
り
な
が
ら
仕
事
（
技
術
）

に
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
都
会
で
は
で
き

な
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
顧
客
の
期
待

を
超
え
る
モ
ノ
づ
く
り
を
す
れ
ば
お
客

様
は
集
ま
っ
て
き
ま
す
。」
と
力
強
く

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
こ
だ
わ
っ
て
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
誇
る

　

日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱
が

　
　
　
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
モ
ノ
作
り
元
気
企
業
100
社
」
に
選
ば
れ
る

　

工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
使
っ
た
製
品
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
日
本

精
機
宝
石
工
業
㈱
が
、経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局
の
実
施
し
た「
２
０
１
１

　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
モ
ノ
作
り
元
気
企
業
１
０
０
社
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
町
内

企
業
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

壁面には 2,000 種類ものレコード針が
ストックされている（写真上）
熟練した社員の耳で音を検査（同右）

歯科用・工業用ダイヤモンドバー製品
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広
報
１
月
号
お
知
ら
せ
版
で
ご
案
内

し
た
と
お
り
、
浜
坂
地
域
全
域
を
対
象

と
し
た
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
（
光

フ
ァ
イ
バ
網
整
備
）
が
２
月
末
ま
で
に

完
了
し
、
３
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
申
し
込
み

受
付
も
既
に
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

事
業
の
概
要

　

町
内
で
の
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
地
域
の
解

消
を
図
る
と
と
も
に
、
便
利
で
快
適
な

生
活
環
境
の
提
供
や
地
域
経
済
の
活
性

化
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
目
指
し
、
浜
坂
地
域
全
域

を
対
象
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
網
に
よ
る

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
町
が
事
業
費

の
一
部
を
民
間
通
信
事
業
者（
㈱
ケ
イ
・

オ
プ
テ
ィ
コ
ム
）
に
補
助
し
、
施
設
の

整
備
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま
で
一
元

的
に
担
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

ｅ
ｏ
光
と
は
？

　

㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
が
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
使
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
家
庭
向
け
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
総
称
で
す
。
ｅ
ｏ
光
に
は
、
超
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
ｏ
光

ネ
ッ
ト
」、
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ

ｏ
光
電
話
」、光
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー

ビ
ス「
ｅ
ｏ
光
テ
レ
ビ
」の
３
つ
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
料
金
の
割
引
な
ど
お
得

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。対

象
地
域

　

浜
坂
地
域
全
域

申
込
方
法

　

ｅ
ｏ
光
大
阪
事
務
所
（
℡
０
１
２
０

‐
22
‐
３
８
１
２
）
ま
た
は
、
ｅ
ｏ
光

豊
岡
事
務
所
（
℡
０
１
２
０-

１
６
７

‐
８
０
７
）
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

ご
家
庭
に
事
業
者
の
営
業
員
が
訪
問
し

詳
細
説
明
、
申
込
受
付
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

eonet.jp/go/

）、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡
０
１
２
０
‐
34
‐
１
０
１
０
）
か

ら
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
で
き
な

い
場
合
は
、
℡
06
‐
７
５
０
６
‐

９
６
０
５
（
通
話
料
有
料
）
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

３月１日から

 
ｅ
イ

ｏ
オ

光 サービス開始

提供されるサービス

ｅｏ光ネット

最大通信速度 100 Ｍ、200 Ｍ、１G
ｂｐｓの各サービスでインターネッ
トに接続できる、回線料・プロバイ
ダ料込みのサービスです。パソコン
で調べ物や買い物をしたり、音楽や
動画などを快適に楽しむことができ
ます。

ｅｏ光電話

光ファイバ網を利用した一般加入電
話と同等の電話サービスで、電話
番号を引き継ぐことも可能です。加
入者同士の通話料は無料、緊急通報

（１１０番、１１９番等）やフリー
ダイヤルへの通話も可能です。

ｅｏ光テレビ

アンテナ不要でテレビ放送の視聴が
可能なサービスで、地上デジタル放
送をはじめ、ＢＳ・ＣＳなど多チャ
ンネル放送を安定した画質で視聴で
きます。

※各サービスの利用について、事業者と個別の契
約を行い、引き込み工事などが必要となります。

情報通信基盤整備事業＜光ファイバ網整備＞
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利
用
開
始
ま
で
の
流
れ

　

申
し
込
み
か
ら
利
用
開
始
ま
で
は
、

約
１
～
２
ヵ
月
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

申
し
込
み
さ
れ
て
も
、
事
前
調
査
の
結

果
、
引
き
込
み
に
必
要
な
ル
ー
ト
確
保

Ｓｔｅｐ１

利用者による申込み

Ｓｔｅｐ２

事業者からの連絡

Ｓｔｅｐ３

宅内調査
1時間程度の立ち合いを

お願いします。

Ｓｔｅｐ４

宅内工事
1～2時間程度の立ち合い

をお願いします。

START

利用開始

が
で
き
な
い
場
合
や
、
宅
内
調
査
の
結

果
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
左
の
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

サ
ー
ビ
ス
提
供
説
明
会

◇
と
き

　

２
月
19
日
（
日
）
午
後
２
時
～

◇
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
２
階
ホ
ー
ル

▪企画課　℡８２ ‐ ５６２４
▪浜坂北小学校区の方は
　ｅｏ光大阪事務所（フリーダイヤル）
　　　℡０１２０ ‐ ２２ ‐ ３８１２
▪浜坂東、浜坂西、浜坂南小学校区の方は
　ｅｏ光豊岡事務所（フリーダイヤル）
　　　℡０１２０ ‐ １６７－８０７

　問い合わせ

国
勢
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
基
準
日　

平
成
22
年
10
月
１
日
）

字名 世帯数 人　口（人）
男 女 総数

新温泉町 5,342 7,529 8,475 16,004 
浜　坂 1,479 1,920 2,108 4,028 
芦　屋 98 145 128 273
清　富 35 59 66 125
指　杭 16 23 25 48
田　井 53 83 97 180
赤　崎 23 27 31 58
和　田 35 46 47 93
三　尾 61 85 112 197
二日市 107 173 234 407
福　富 45 67 79 146
戸　田 30 54 55 109
三　谷 117 167 175 342
栃　谷 93 142 148 290
七　釜 73 121 179 300
新　市 32 49 58 107
古　市 25 37 42 79
用　土 27 52 45 97
対　田 73 119 123 242
久　谷 52 88 94 182
高　末 23 34 27 61
正法庵 31 48 57 105
辺　地 29 49 51 100
藤　尾 18 36 35 71

境 18 26 21 47
久斗山 44 75 81 156
諸　寄 435 586 652 1238
釜　屋 34 55 58 113
居　組 230 286 313 599
春　来 62 90 83 173
歌　長 71 109 186 295

歌長 ( 高山 ) 14 13 17 30
歌長 ( 数久谷 ) 13 12 17 29

湯 460 564 695 1259
細　田 35 48 48 96
竹　田 121 199 233 432

竹田 ( 後山 ) 7 6 9 15
井　土 162 254 265 519
今　岡 41 73 62 135
熊　谷 64 97 91 188
伊　角 28 37 43 80
切　畑 44 61 76 137
多　子 61 93 96 189
桐　岡 45 58 80 138
丹　土 100 154 183 337
中　辻 63 114 103 217
塩　山 61 116 139 255
飯　野 114 182 231 413
千　原 75 92 111 203

千原 ( あさひヶ丘） 13 14 18 32
鐘　尾 54 87 84 171
千　谷 58 80 90 170
宮　脇 15 16 21 37
内　山 14 18 23 41
越　坂 8 4 7 11
海　上 43 61 70 131

前 34 52 50 102
石　橋 12 11 18 29
岸　田 53 85 88 173

岸田 ( 田中 ) 29 41 51 92
岸田 ( 青下 ) 32 36 46 82

※檜尾は伊角に、霧滝は岸田に合算されています。
※行政区とは必ずしも一致していません。
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浜
坂
先
人
記
念
館  

入
館
者
15
万
人
を
達
成

　
　
　
　
　
　
　 

～ 

今
年
は
開
館
20
周
年 

～

 　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
の

入
館
者
が
１
月
18
日
、
15
万
人
に
到
達

し
、
節
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
香
美
町

村
岡
区
の
中
村
智
子
さ
ん
に
花
束
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
書
道
塾
を
経
営
さ
れ
て

お
り
、
宇
野
雪
村
展
な
ど
こ
れ
ま
で
か

ら
何
度
も
来
館
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
今
回
は
、
お
母
さ
ん
の
養
父
市
八

鹿
町
・
谷
口
し
づ
さ
ん
と
「
第
2
回
書

の
ま
ち
新
温
泉　

町
民
交
流
書
道
展
」

を
鑑
賞
す
る
た
め
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
川
夏
館
長
か
ら
記
念

の
15
万
人
目
に
当
た
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
る
と
、「
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
以

命
亭
は
歴
史
あ
る
造
り
が
素
晴
ら
し

く
、
特
に
酒
蔵
を
利
用
し
た
ホ
ー
ル

は
、
天
井
も
高
く
作
品
展
示
に
は
最
適

な
施
設
。
町
民
の
作
品
発
表
の
場
と
し

て
、
整
備
さ
れ
た
町
の
姿
勢
が
素
晴
ら

し
い
。」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
平
成
４
年
7
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、

268
回
の
記
念
展
・
作
品

展
を
開
催
。
郷
土
の
先
人
や
歴
史
を
紹

介
し
た
り
、
住
民
の
芸
術
作
品
の
発
表

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
20
周
年
に
あ
た
り
、

記
念
展
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

15 万人目の入館者となり川夏館長か
ら花束を贈られる中村さん（写真上）
1 月 7 日から 25 日まで開催された

「第 2 回の書のまち 新温泉 町民交流
書道展」の様子（写真下）

所
蔵
記
念
　
　
　
　
　

川
元
顧
山
作
品
展
を
開
催

　

3
月
24
日
か
ら
は
、
熊
谷
出
身
の
日

本
画
家
・
川
元
顧
山
の
作
品
展
を
開
催

し
、
昨
年
、
町
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を

お
披
露
目
し
ま
す
。（
4
月
11
日
ま
で
）

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

先
人
記
念
館　

℡
52
‐
４
４
９
０

「新生」（三部作のう
ちの１枚・1966 年）

　

本
町
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
地
域
の
人
と
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う「
新
温
泉
町
障
害
者
福
祉
計
画
・

障
害
福
祉
計
画
（
第
３
期
）」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
と
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
が
審
議
を
重

ね
、
こ
の
た
び
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
計
画

に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

  

新
温
泉
町
障
害
者
福
祉
計
画
・
障
害
福
祉
計
画︿
第
３
期
﹀（
案
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
の
意
見
募
集

　
◆
計
画
（
案
）
概
要
の
提
示
場
所

　

福
祉
課
、
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
、
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
す

こ
や
か
～
に
）

　

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

２
月
９
日

（木）
～
29
日

（水）

◆
提
出
方
法

　

持
込
み
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー

ル
で

◆
提
出
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

・
〒669-6792　

浜
坂
２
６
７
３
‐
１

・
℻ 

82
‐
２
９
７
０

・
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

―
問
い
合
わ
せ
―

障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
事
務
局

　
（
福
祉
課
福
祉
係
）

　
　

℡
82
‐
５
６
２
０
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　巨大ジオラマ登場

ジオパーク館は進化中！
　山陰海岸ジオパーク館に山陰海岸ジオパークの全エリアを
紹介する立体の地形模型が登場。また、町内の魅力をＰＲす
る英語版パンフレットも完成し、町内はもとより海外からの
お客様にも楽しんでいただけるよう、ジオパーク館は進化を
続けています。　　　　　　ジオパーク館　℡ 82 ‐ 5222

　

町
の
歴
史
や
文
化
、
温
泉
、
人
々
の

く
ら
し
、
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
全
文

英
語
で
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

製
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
浜
坂
中
学
校
英

語
指
導
助
手
の
ジ
ャ
レ
ッ
ド
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
職

員
が
英
文
に
す
る
な
ど
手
作
り
し
た
も

の
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
ほ
か
浜
坂
駅
な
ど

に
置
い
て
活
用
い
た
だ
き
ま
す
。

　

模
型
は
、
縦
３
・
２
メ
ー
ト
ル
、
横

６
メ
ー
ト
ル
の
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
。
東
西
は
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
超

え
て
鳥
取
市
の
浜
村
海
岸
か
ら
京
都
府

舞
鶴
市
ま
で
、
南
北
は
エ
リ
ア
外
の
養

父
市
や
朝
来
市
な
ど
も
含
め
て
い
ま

す
。
縮
尺
は
２
万
５
千
分
の
１
で
、
高

低
差
は
地
形
が
分
り
や
す
く
な
る
よ
う

高
さ
は
1
・
５
倍
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

国
道
や
鉄
道
、
河
川
の
ほ
か
「
玄
武

洞
」
や
「
鳥
取
砂
丘
」
な
ど
の
見
ど
こ

ろ
な
ど
約
１
７
０
カ
所
に
名
板
を
置
い

て
紹
介
。
主
要
な
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
は

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
ラ
ン

プ
を
取
り
付

け
、
ボ
タ
ン

を
押
す
と
点
灯

す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
リ
ア
内
で
の
新

温
泉
町
の
位
置
や
地

形
も
ひ
と
目
で
わ
か
り

ま
す
。
地
質
だ
け
で
な

く
、
但
馬
・
因
幡
・
丹
後

英語版パンフレット完成

エ
リ
ア
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て　

　

同
館
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
全
体
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後
も
楽
し
く
学
習
で
き
る
展
示
や
企
画
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

　

現
在
、
館
内
に
は
浜
坂
中
学
校
生
徒
に
よ
る
「
ジ
オ
パ
ー
ク
壁
新
聞
」
や
町
内
小

学
生
に
よ
る
研
究
発
表
、
日
本
全
国
の
鉱
物
標
本
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
定
期
的

に
展
示
品
の
入
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。英
語
や
中
国
語
の
表
記
を
徐
々
に
増
や
し
、

海
外
か
ら
の
お
客
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

と
の
地
形
的
な
関
わ
り
も
知
る
こ
と
が

で
き
、
地
理
や
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方

に
も
楽
し
め
る
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
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男
女
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

                             

～
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
の
紹
介
～

　

女
性
も
男
性
も
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
は
21
世
紀
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
平
成
20
年
３
月

か
ら
「
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
町
の
施
策
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
町
民
の
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
理
解
を
深
め
、
地
域
団
体
・
企
業
な
ど
地
域
の
様
々
な

活
動
の
な
か
で
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
中
で
、町
が
取
り
組
ん
で
い
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

特
に
重
要
と
考
え
る
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

人
権
尊
重
の
意
識
啓
発

　

新
温
泉
町
人
権
啓
発
推
進
条
例
に
基

づ
き
、
特
に
男
女
が
共
に
平
等
、
公
正

な
存
在
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
人

権
学
習
、人
権
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
、

町
民
運
動
と
し
て
意
識
改
革
を
促
し
ま

す
。審

議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用

　

町
の
方
針
な
ど
を
決
定
す
る
各
審
議

会
等
へ
の
女
性
の
登
用
は
、
新
た
な
視

点
で
ま
ち
づ
く
り
の
新
風
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
審
議

会
等
に
１
人
以
上
の
女
性
委
員
を
登
用

す
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。
ま
た
、
で

き
る
限
り
幅
ひ
ろ
い
人
材
の
登
用
を
目

指
し
ま
す
。

家
庭
で
の
男
女
の
参
加
・   

参
画
を
促
す
意
識
啓
発

　

実
質
的
に
女
性
が
ほ
と
ん
ど
担
っ
て

い
る
家
庭
生
活
と
、「
男
女
で
家
事
・

育
児
を
分
担
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
識

の
相
違
を
、
で
き
る
限
り
解
消
す
る
た

め
、学
習
会
や
講
座
等
の
開
催
に
よ
り
、

家
庭
生
活
へ
の
男
女
共
同
参
加
・
参
画

を
推
進
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
を　

　

  

許
さ
な
い
意
識
啓
発

　

暴
力
は
、
性
別
や
関
係
を
問
わ
ず
ゆ

る
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
重
大
な
課
題
と
し

て
、
そ
の
根
絶
に
向
け
た
施
策
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
女
性
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
安

全
を
守
る
取
り
組
み
を
、
関
係
機
関
・

広
域
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
で
図
っ

て
い
き
ま
す
。

住
民
参
加
に
よ
る　
　

　
　

  

推
進
体
制
づ
く
り

第
６
期
男
女
共
同
参
画

推
進
員
（
地
域
）
募
集

　

男
女
が
と
も
に
責
任
を
分
か
ち
合

い
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
、
県
知
事
の
委
嘱
を

受
け
、
講
座
な
ど
を
地
域
別
の
グ

ル
ー
プ
で
考
え
、
と
も
に
実
施
す
る

な
ど
地
域
で
男
女
共
同
参
画
を
進
め

て
い
た
だ
く
方
を
広
く
募
集
し
ま

す
。

　

プ
ラ
ン
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
、
住
民
参
加
に
よ
る
推
進

体
制
整
備
を
行
い
、
学
習
を
深
め
な
が

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
関
す
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
男
女
共
同
参
画

推
進
の
た
め
の
拠
点
づ
く
り
（
仮
称
：

新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
設
置
）
を
行
い
、
男
女
や
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
幅
広
い
交
流
学
習
を
推
進
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
文
化
会
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
権

学
習
会
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
の
講

師
派
遣
や
ビ
デ
オ
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

人権研修会に参加しましょう
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○
◦
◎
▪
▪　

町政のうごきから

基本目標 基本課題 施策の基本的方向（太字は重点施策）

１人権を尊重した男
女共同参画の意識
づくり

男性・女性共に尊重し合
える意識づくり

人権尊重の意識啓発
家庭・地域における男女共同参画の推進
保育所・幼稚園・学校における男女共同参画の教育
の推進
メディアにおける女性の人権尊重の啓発

生涯学習を充実させる
自立した多様な生き方をめざす学習の支援
男女共同参画の視点に立った生涯学習の推進

２男女がお互いの意
見を反映し活躍で
きる状況の実現

政策・方針過程への男女
共同参画の推進

審議会等への女性の登用
地域活動リーダー等への女性の登用
管理職・役職等への女性の登用促進

働きやすい職場にする男
女共同参画の推進

経営や運営、雇用の場における男女共同参画
農林漁業、商工業における男女共同参画
家庭や地域活動との両立支援

３仕事・家庭を地域
で支え合う調和の
とれた社会づくり

家庭における男女共同参
画の推進

家庭での男女の参加・参画を促す意識啓発
男性の参加促進

子育てをしやすい支援の
充実
　（少子化対策）

子育てをしやすい就労体制づくり
多様な保育サービスの充実と子どもの居場所づくり
小児医療体制の充実
子育ての支援サービスの充実（少子化対策）

支え合う地域づくり
地域活動の育成・支援等男女共同参画の推進
外国人居住者への支援

安心して暮らせる社会
づくり

生涯にわたる健康支援
高齢者への支援、介護の支援
障がい者（児）に対する支援
ひとり親家庭への自立支援

４あらゆる暴力の根
絶の取組

配偶者・パートナーから
の暴力防止対策の推進

さまざまな暴力を許さない意識啓発
被害者の保護・支援体制の充実
加害者に対する再発防止に向けた取組

セクシュアル・ハラスメ
ントなどへの防止対策

さまざまなハラスメントに対する防止対策
園児・児童生徒への性犯罪・売買春・ストーカー行
為などに対する対策

子どもや高齢者の安全を
守る取組の推進

児童虐待や子どもへの性犯罪を防ぐ取組
高齢者虐待防止のへ取組
学校・地域ぐるみでの安全対策の推進

５みんなでプランを
進める

「男女共同参画」を広め
る拠点としてセンター設
置を目指す

男女共同参画に関する学習・啓発
男女共同参画に関する活動支援
男女共同参画センター設置・運営の検討

計画の推進体制を確立す
る

住民参加による推進体制づくり
庁内の推進体制づくり
国や県、県立女性センターなどとの連携の強化

新温泉町男女共同参画社会プラン（プラン体系表）

▼
応
募
資
格

　

町
内
在
住
で
、
地
域
に
お
い
て
男

女
共
同
参
画
の
促
進
に
向
け
た
情

報
の
収
集
・
提
供
、
啓
発
活
動
に

取
り
組
む
意
欲
と
資
質
あ
る
成
人

男
女

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
任
期　

平
成
24
年
４
月
（
委
嘱
の

日
）
か
ら
２
年
間

▼
保
険　

活
動
中
の
事
故
に
備
え
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
ま
す
。（
掛
金
は
県
負
担
）

▼
応
募
方
法　

２
月
20
日
（
月
）
ま

で
に
、
兵
庫
県
男
女
共
同
参
画
推

進
員
（
地
域
）
応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
男
女
共
同
参

画
推
進
の
た
め
に
地
域
で
取
り
組

み
た
い
こ
と
を
８
０
０
字
以
内
の

作
文
（
様
式
自
由
）
に
ま
と
め

て
、
文
化
会
館
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
可
）

※
申
込
書
は
、
文
化
会
館
に
配
備

し
て
い
る
ほ
か
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
イ
ー
ブ
ン
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
選
考
結
果　

３
月
中
旬
に
文
書
で

通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８
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新
温
泉
町
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
公
募
委
員

　

各
分
野
に
お
け
る
学
識
経
験
者
な
ど

町
が
選
任
し
た
委
員
と
と
も
に
、
本
町

の
行
財
政
改
革
推
進
に
関
す
る
重
要
事

項
に
つ
い
て
、
進
捗
管
理
や
調
査
、
審

議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

の
方
（
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
）

・
本
町
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
い
る
方

・
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
、
開

催
す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

（
本
町
の
審
議
会
等
の
委
員
を
３
以
上

兼
ね
て
い
る
方
、
本
町
の
議
会
議
員

及
び
町
職
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

■
募
集
人
員　

２
人
程
度

■
任
期　

平
成
24
年
４
月
か
ら
2
年
間

■
謝
金
等　

規
定
に
よ
り
報
償
費
と
交

通
費
を
支
払
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

①
公
募
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
②
「
新
温
泉
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
行
財
政
運
営
の
効

率
化
」に
つ
い
て
の
小
論
文（
８
０
０

字
程
度
、
様
式
自
由
）
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
子
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
期
限　

2
月
29
日
（
水
）
必
着

■
提
出
先

　

総
務
課
又
は
総
合
支
所
振
興
課

　
info@

tow
n.shinonsen.hyogo.jp

■
選
考
結
果　

３
月
下
旬
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
係　

　

℡
82
‐
３
１
１
１

国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員

　

各
分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
と
と

も
に
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
予

算
・
国
保
税
の
税
率
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

75
歳
未
満
の
国
保
の
被
保
険
者
（
平

成
24
年
4
月
1
日
現
在
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
方

・
平
日
の
日
中
に
年
４
回
開
催
す
る
協

議
会
に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
人
員　

３
名

■
任
期　

平
成
24
年
4
月
か
ら
２
年
間

■
謝
金
等　

規
定
に
よ
り
報
償
費
と
交

通
費
を
支
払
い
ま
す
。

■
提
出
書
類

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
」
の
小
論
文

（
字
数
８
０
０
字
程
度
、
様
式
自
由
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電

子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。）

■
提
出
期
限　

３
月
15
日
（
木
）
必
着

■
提
出
先　

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

■
選
考
結
果　

3
月
下
旬
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
―　

　

健
康
課　

国
保
年
金
係　

　

℡
82
‐
５
６
２
２

委員募集
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い

本
町
の
行
政
推
進
に
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

まち歩き案内所改造工
事 浜坂 木造瓦葺 2 階建て　延床面積

231.98㎡　改造 1 式 37,705,500 平成 23 年 12 月 12 日～
  平成 24 年 3 月 24 日 株本建設工業㈱

町道内山女夫木線橋梁
改修工事 内山 橋梁改修工事　延長 32.55 ｍ、

幅 2.0 ｍ 舗装工 面積 64.0㎡ 13,965,000 平成 23 年 12 月 27 日～
  平成 24 年 3 月 25 日 赤坂土建㈱

遊覧船のりば移設工事 芦屋 転落防止柵設置、連絡橋新設、
浮桟橋塗装改修　1 式 6,090,000 平成 24 年 1 月 14 日～

  平成 24 年 3 月 26 日 日興建設㈱

塩山灰子線流末水路整
備工事 塩山

施工延長 67 ｍ
水路工　延長 59 ｍ、管渠工　
延長 2 ｍ、集水桝 3 基

4,935,000 平成 24 年 1 月 16 日～
  平成 24 年 3 月 28 日 ㈲田中土建

（平成 23年 12月 11日～平成 24年 1月 15日契約分）
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　氷河期の生き残りといわれているミツガシワ（三
槲）が、久斗川流域の湿地で確認されたのは 10 年
ほど前のことです。兵庫県では絶滅危惧種Ⅰ類に指
定され、保護が必要とされている貴重な植物となっ
ています。発見時はわずかであった株も毎年増え続
け、近年では当初の 5 倍近くに広がっています。
　4 月の半ば頃、水中を縦横に這っていた太い根茎
から、たくさんの花茎が立ち上がります。同時に茎
を抱いていた葉が展開し、中から花芽が現われて、
総
そう

状
じょう

花
か

序
じょ

の白い花は下から上へと咲き上がります。
茎の高さは 20 ～ 50cm、根元に３小葉からなる複
葉があり、この葉をカシワの葉に見たててミツガシ
ワとされたそうです。白い花は花

か

冠
かん

（花の先）が深
く５裂し、内側に毛があります。
　但馬地方での自生地は他に２か所が確認されてい
ますが、いずれも湧水が浸み出ている湿地や浅い沼
地にあります。
　春がくれば当たり前のように花を咲かせている野
草ですが、昨年は鹿の被害に遭い、春先の花芽が根
元から食べられてしまいました。根も掘り返されて、
折角顔を出してくれた氷河期の植物もこれで終わり
か、とがっかりしましたが、ひと月後には、食べ残
された茎から次々と新しい芽が出始め、この分なら
来年は花を咲かせてくれるだろうと思い、ひと安心
しました。次々に起こる障害を乗り越えていかなけ
ればならないのは、野生の植物も動物もひとも同じ
ですね。　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

ミ
ツ
ガ
シ
ワ

　
　
（
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
科
）

 野草散歩（14)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
ら
れ
る
「
老
齢
基
礎

年
金
」の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

も
し
も
の
と
き
に
「
障
害
基
礎
年
金
」

や
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
に
い
く
手
間
や
時
間

を
省
き
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く

す
た
め
に
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
口
座
振
替
に
か
か
る
手
数

料
は
不
要
で
す
。）

「
前
納
」
に
よ
る
保
険
料

納
付
は
も
っ
と
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
毎
月

納
め
る
方
法
と
、
６
ヵ
月
分
や
１
年
分

を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
入
す
る
前
納

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
を
利
用
す
る
と
毎
月
納
め
る
方

法
よ
り
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
、
口
座

振
替
を
利
用
す
る
と
さ
ら
に
割
引
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
か
ら
口
座
振
替
が
開

始
さ
れ
る
ま
で
２
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま

す
。
口
座
振
替
で
の
前
納
の
手
続
き
は

２
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
・
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
や
割
引
額
は

未
定
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
例
を
紹

介
し
ま
す
。（
下
段
の
表
）

◆
口
座
振
替
・
前
納
の
申
し
込
み
方
法

　

役
場
健
康
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所

住
民
福
祉
課
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る

金
融
機
関
で
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
年
金

手
帳
等
の
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
、
預

（
貯
）
金
通
帳
と
そ
の

届
出
印
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

―
問
い
合
わ
せ
―　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年

金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）　

　

22
‐
０
９
４
５

前納保険料と割引額（平成 23 年度）
前納方法 １ヵ月分 6 ヵ月分 1 年分

現金支払（毎月）15,020 円 90,120 円 180,240 円

現金支払（前納）
＜割引額＞

―
89,390 円
　 730 円

177,040 円
　3,200 円

口座振替（前納）
＜割引額＞

14,970 円
　   50 円

89,100 円
  1,020 円

176,460 円
　3,780 円

　1 年分を口座振替で前納すると
　　　　　3,780 円もお得です。（平成 23 年度）



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「2月のおすすめの本」
ご案内

人生逆戻りツアー
泉ウマタロウ著／プレジデント社

うっかり木から落ちて死んでしまったク
ロードは、天国とおぼしき場所で自分の
人生を逆戻りで見るうちに、生きている
ときには気づけなかった大切なことに気
づいていく…。「人生に無駄なことはひと
つもない。」と思える癒しの物語。

すぐできる！『地震に強い家』
にする８０の方法

　高森　洋 著／講談社
地震の多い日本。しかしその体験を生か
して、被害を最小限度にすることは可能
です。「ドアを閉める習慣が耐震度を上げ
る」「安全レベルを上げる子ども部屋のレ
イアウト」「家の中で地震が来た時にいる
べき場所」など今すぐできる防災アイデ
アと地震に強い家の基準をわかりやすく
紹介。

子どもに食べさせてはいけない５０品目
　食ナビ実行委員会編／主婦の友社

毎日子どもたちに食べさせているものに
は、実は危険がいっぱいです。特に小さな
子どもには食べさせてはいけないものも
あります。〈なぜダメなのか？〉〈食べさせ
る時の注意点〉などを丁寧に解説し、巻末
にはアレルギーや添加物についての情報
も掲載。

「さくら」原発被災地にのこされた犬たち
馬場国敏作／金の星社

みんなに愛されて育った、柴犬のさくら。
しかし、大きな地震と原子力発電所の事
故で人間たちは避難してしまいました。
すぐに戻るはずの家族が戻れなくなって
しまった時、鎖を切ったさくらの苦難の
日々が始まります。原発被災地で動物救
護活動を行う獣医師が書いた物語。

鬼ガ山
　　　毛利まさみち作・絵／絵本塾出版
しっかり者の千代は、臆病な勝平に勇気を
持ってもらうために鬼が住んでいいるとい
う、大人もめったに近づかない「鬼ガ山」
に二人で行くことに。しかし二人が山だと
思っていた「鬼ガ山」は実は…。どきどき
する二人の冒険を美しい切り絵で描いた絵
本。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『ちびくま』 他
　◆と き　2月25日（土）午後2時～

 『もっとおおきなたいほうを』他
　◆とき　3月10日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  
【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくださ
い。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（２月号） 18

３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29
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広報しんおんせん（２月号）

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ㉑

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

香
住
の
下
浜
で
は
ゾ
ウ
、
サ
イ
、
シ

カ
、
ワ
ニ
な
ど
の
大
型
動
物
の
足
跡
化

石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
波
打
ち
際

の
砂
岩
・
泥
岩
の
棚
上
に
た
く
さ
ん
の

足
跡
化
石
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
層

は
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア
大
陸
東
端
に

あ
っ
た
頃
に
堆
積
し
た
地
層
で
、
足
跡

は
動
物
た
ち
が
水
を
求
め
て
湖
の
周
辺

を
駆
け
回
っ
た
と
き
に
で
き
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

近
く
に
は
水
の
流
れ
の
跡
（
流れ
ん

痕こ
ん

）

な
ど
も
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
地
層
か
ら

は
タ
ニ
シ
、
コ
イ
・

レ
ン
ギ
ョ
な
ど
の
歯

や
骨
な
ど
淡
水
の
生

き
物
や
植
物
な
ど
の

化
石
が
発
見
さ
れ
て

い
て
、
二
千
数
百
万

年
前
頃
の
大
陸
時
代
の
環
境
や
気
候
、

生
き
物
の
活
動
の
様
子
な
ど
が
想
像
で

　

Ｓ
さ
ん
（
20
歳
代
）
男
性

　

携
帯
電
話
に
『
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
見

放
題
！
完
全
無
料
』
と
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
た
の
で
、
興
味
本
位
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、『
登
録
完

了
』
と
画
面
に
表
示
さ
れ
た
。

　

す
ぐ
に
退
会
手
続
き
を
し
よ
う
と
し

た
が
、
請
求
画
面
に
変
わ
り
、『
3
日

以
内
に
98
，
０
０
０
円
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
、
個
人
情
報
を
調
査
し
、
直
接
自

宅
へ
集
金
に
行
く
』
と
あ
る
。

　

自
宅
に
来
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、
支

払
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
？

支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
有
料
で
あ

る
こ
と
を
明
示
し
、
注
文
後
に
取
消
や

訂
正
が
で
き
る
画
面
を
表
示
し
て
い
な

け
れ
ば
、
契
約
は
成
立
し
た
こ
と
に
な

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
意
思
に
反
し
て
登

録
さ
れ
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
利
用
料

を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
相
手
の
指
示
す
る
連
絡
先
に

電
話
を
か
け
る
と
、
新
た
な
請
求
を
受

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
は
し
な

き
ま
す
。

　

同
様
の
地
層
が
余
部
、
鎧
で
も
見
ら

れ
ま
す
。
香
住
付
近
に
は
カ
エ
ル
島
の

あ
る
今
子
浦
や
岡
見
公
園
、
余
部
橋

梁り
ょ
う、御
崎
灯
台
な
ど
見
所
が
一
杯
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

今
回
か
ら
、『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト

(

景
勝
地
）
や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。

サイの足跡化石

香
住
海
岸
で
大
陸
時
代
の
地
層
や
足
跡
化
石
を
見
学
し
よ
う
！

　

今子浦千畳敷
とカエル島

下浜の波食棚

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
見
た
だ
け
で
、

個
人
情
報
が
調
べ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。　
　
　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
誘
導
被
害
も

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
占
い
な
ど
を
見

る
つ
も
り
が
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
へ
誘

導
さ
れ
料
金
を
請
求
さ
れ
る
被
害
も
あ

り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
す
る
場
合
は
、
利
用
規
約
を
読

む
な
ど
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
完
了
と
表
示
さ
れ
て
も
契
約
が

成
立
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
請

求
さ
れ
て
も
あ
わ
て
て
支
払
わ
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

無
料
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
・
・
・
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 24 年 1 月 20 日現在

広報しんおんせん（２月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）
㈱カイヤマグチ 現場技術員 不問 200 ～ 300

㈱ワークステーション

事務員 不問 149
レジ係 不問 156
販売員 不問 149
ホールスタッフ 不問 149 ～ 158

（浜坂地域）
㈲アートライフタニタ 営業販売 不問 170
㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 158 ～ 200
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40以下 127 ～ 134

㈱マルワ渡辺水産

総務事務 不問 130 ～ 250
事務員 40以下 150 ～ 230
営業 64以下 150 ～ 300
水産加工員 64以下 140 ～ 230
冷凍製品
の管理 64以下 150 ～ 230
保冷車運転手 64以下 230 ～ 360
本社運転手 不問 129 ～ 138
管理運営 35以下 190 ～ 300
幹部候補 35以下 190 ～ 300

兵庫県但馬県民局　
新温泉健康福祉事務所 事務職 不問 134

たじま農業協同組合 ケアマネー
ジャー 不問 193

日興建設㈱ 土木技術者 40以下 165 ～ 273
㈲山本工務店 型枠大工 不問 176 ～ 264
㈱田中工業所 浄化槽管理

見習い 35以下 140
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助 不問 133 ～ 138

㈱隆栄水産

ウェイター　
ウェイトレス 不問 127 ～ 170
調理師 不問 230 ～ 300
営業 不問 190 ～ 300
一般事務 不問 140 ～ 160

光栄自動車整備㈱ 携帯電話販売 28以下 168 ～ 233
たじま農業協同組合 サービス

管理責任者 不問 150
㈱リフティングブレーン 携帯電話販売 不問 184
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126
㈱たじみや 経理総務事務 45以下 200 ～ 400

（温泉地域）

㈱朝野家
客室係 59以下 202 ～ 223
販売係 59以下 140 ～ 150
フロント 不問 140 ～ 150

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 156 ～ 172
㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 132

湯快リゾート㈱
フロント
レストラン 不問 200 ～ 300
調理スタッフ 不問 200 ～ 300

㈱温泉町夢公社 調理師・
施設管理 不問 132 ～ 145

㈱コメリ 販売員 27以下 156 ～ 190
㈲北兵庫運送 ドライバー 不問 275 ～ 325
㈱ワークステーション 旅館サービ

ススタッフ 不問 170 ～ 187

ケービックス㈱ 旅館現場業
務リーダー 不問 170 ～ 230

㈱西沢製作所 溶接工 39以下 133 ～ 143

㈱井筒屋 フロント 60 以下 147 ～ 188
客室係 60 以下 231 ～ 256

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（但馬）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
（浜坂地域・香美町香住区）
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000

（町内全域）
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

本社総括事務 不問 850
本社事務員 不問 750 ～ 850
惣菜 不問 750 ～ 900
鮮魚 不問 750 ～ 900
青果 不問 750 ～ 900
レジ係 不問 750 ～ 950

㈲富士建設　グルー
プホームありがとう

介護員 不問 850
調理員 不問 800

㈱メフォス 給食調理補助 59 以下 750

㈱マル海渡辺水産
事務員 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000

㈱トヨダ レジ品出し 不問 740 ～ 880
販売員 不問 740 ～ 880

㈲山米鮮魚 加工員 不問 750 ～ 850
㈱隆栄水産 一般事務 不問 800 ～ 850

（温泉地域）
㈱西沢製作所 溶接工 不問 739

作業員補助 不問 739
㈱とみや旅館 客室係 不問 800 ～ 1,000

湯快リゾート㈱
レストラン
スタッフ 不問 800 ～ 1,000
フロント予約 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 800 ～ 1,000

㈱井筒屋
夕食係 不問 1,200
昼食係 不問 950
客室係 不問 1,185
朝食係 不問 850

ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740 ～ 800
㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 1,000

調理補助 不問 750 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750
デイサービスきずな 介護員 不問 800 ～ 900

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください
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捕
獲
し
た
猪
・
鹿
は
処
理
場
に
持
ち

込
み
処
分
も
で
き
ま
す
が
、
せ
っ
か
く

捕
っ
た
の
な
ら
肉
を
食
べ
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
シ
カ
肉
は
、低
脂
肪
・

高
タ
ン
パ
ク
で
鉄
分
の
含
有
が
多
く
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
食
品
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
兵
庫
県
県
民
局
で
も
狩
猟
の

こ
と
を
専
門
に
勉
強
す
る
た
め
の
鳥
獣

害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル
事

業
を
平
成
24
年
度
も
募
集
す
る
予
定
な

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
―　

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

H24（2012）.2.9

　
―
農
業
委
員
会
情
報
№
72

 
有
害
鳥
獣
対
策

　
　
　
　
　
　   

自
分
た
ち
の
農
地
は
自
分
た
ち
で
守
る
　

　
　
　
　
　
　   

集
落
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

広報しんおんせん（２月号）

　

農
家
が
耕
作
意
欲
を
失
う
原
因
は
、

高
齢
に
な
っ
た
、
後
継
者
が
い
な
い
、

生
産
単
価
が
合
わ
な
い
等
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、そ
の
内
の
一
つ
に
、猪
・
鹿
・

熊
・
カ
ラ
ス
等
に
よ
る
鳥
獣
被
害
が
あ

り
ま
す
。
せ
っ
か
く
作
っ
た
農
産
物
を

収
穫
前
に
こ
れ
ら
の
鳥
獣
に
荒
ら
さ
れ

る
と
、
金
銭
的
に
も
精
神
的
に
も
作
付

け
意
欲
が
減
退
し
、
そ
の
こ
と
が
悪
循

環
と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
拡
大
の
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
は

　
　
　    

全
国
で
200
億
円

　

全
国
で
は
、
被
害
額
は
お
よ
そ

２
０
０
億
円
で
、
兵
庫
県
内
で
は
平
成

20
年
で
鹿
の
被
害
額
が
約
１
億
９
千
万

円
、
猪
の
被
害
額
は
約
２
億
２
千
万
円

で
す
。
電
気
柵
・
ト
タ
ン
・
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
等
に
よ
る
獣
害
防
止
策
の
設

置
で
、
個
人
・
農
業
団
体
等
が
対
策
を

し
て
い
る
も
の
の
、
個
体
数
を
減
ら
し

て
い
か
な
け
れ
ば
根
本
的
な
被
害
削
減

と
は
な
ら
な
い
の
で
、
狩
猟
だ
け
で
な

く
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
対
応
も
し
て
い
ま

す
。狩

猟
免
許
取
得
に
補
助
金

　

し
か
し
、
狩
猟
免
許
所
持
者
は
高
齢

化
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
本
町
で
は
、
昨

年
か
ら
新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
に
補
助

金
を
出
し
て
、
狩
猟
者
の
増
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
自

分
た
ち
の
農
地
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

の
考
え
で
、
集
落
を
ま
き
こ
ん
だ
獣
害

対
策
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

特
に
近
年
は
、
本
町
で
も
山
間
部
で

鹿
の
目
撃
情
報
お
よ
び
被
害
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
猪
を
重
点

に
考
え
て
い
た
対
策
を
鹿
に
も
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
は
山
の
ド
ン
グ
リ
・
木
の
実
等

が
減
少
の
年
で
す
の
で
、
昨
年
よ
り
被

害
が
で
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
狩
猟
免
許
試
験
を
例

年
、
年
２
回
実
施
し
て
お
り
、
一
次
試

験
と
実
技
の
二
次
試
験
が
あ
り
ま
す
。

猟
友
会
が
実
施
す
る
事
前
講
習
を
受
け

て
か
ら
受
験
す
る
と
合
格
率
も
高
い
よ

う
で
す
。

集
落
で
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を

　

今
後
、
各
集
落
で
一
人
以
上
は
狩
猟

免
許
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、
集
落
と

行
政
が
連
携
・
協
力
し
あ
っ
て
檻
・
罠

に
よ
る
駆
除
と
防
止
策
の
集
団
設
置
等

を
行
う
こ
と
で
鳥
獣
被
害
を
減
ら
し
て

い
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
の
助
成
や
捕
獲
の
報
奨
金
な
ど
の

給
付
も
あ
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

狩
猟
免
許
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　進入防止電気柵設置の　　
　　　　　　 ポイント
① ガイシは外向きにつける。
② 舗装道路からは 50㎝以上離す。
③ 猪は鼻で感電するので、電線の 高さ

を 20㎝、40㎝とする。
④ 山すその設置は、斜面の端から数ｍ

離して設置する。
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阪神・淡路大震災から 17 年を迎えた 1 月 17 日、町
内の各小学校で「1.17 を忘れない集会」が開かれ、避
難訓練や追悼行事、地震の恐ろしさや教訓を学ぶ会など
が行われました。

照来小学校では火災を想定した避難訓練を行った後、追
悼集会を開催し、美方広域消防本部の西本巧予防係長が、
アルミ缶で炊いたご飯と食油を使ったランプの作り方を紹
介。「地震の時どう行動するか、一人ひとりが身につける
ことが大切」と話し、児童らは真剣に聞き入っていました。

ご苦労さまです　消防団年末特別警戒 

子ども会交流卓球大会
　１月 22 日、第６回新温泉町子ども会交流卓球大会（町
子ども会育成連絡協議会主催）が健康公園体育館で開催
され、参加した児童らは日ごろの練習の成果を発揮しま
した。
　町内のすべての小学校から約 200 名の児童が参加し、
個人戦と団体戦で対戦しました。白球を追う児童らは真
剣そのもの。会場には保護者らが大勢詰めかけ、子ども
たちは温かい声援を受けながら、外の寒さを吹き飛ばす
ような熱戦を繰り広げていました。

　春来の田中頼治さんが１月２日、百歳の誕生日を迎え
られ、岡本町長や坂本明町社会福祉協議会会長、川元健
次すこやかクラブ連合会副会長が銅板の祝い状や記念品
を贈って長寿を祝福しました。
　田中さんは、療養先の湯村温泉病院で家族に囲まれて
満面の笑顔。「百歳が迎えられると思ってもみなかった。
祝ってもらえて最高です。ありがとうございます。」と
喜びを元気よく言葉にされました。

百寿おめでとうございます

H24（2012）.2.9

広報しんおんせん（２月号）

「1.17 を忘れない」

　みぞれが降る年末の 29 日と 30 日、火災などの災害
に備えるため、消防団員らは警鐘を鳴らしながら消防車
両による火災予防啓発、徒歩による防犯パトロールなど
年末特別警戒を行いました。
　岡本町長や伊賀文雄美方広域消防本部消防長、山本正
道美方警察署長らが各分団を巡視し、団員を慰労しまし
た。西岡安雄消防団長は「地区の皆さんが幸せな新年を
迎えられるよう、心を引き締めて警戒にあたってほし
い。」と団員たちを激励しました。
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　　　　　　　　　　雪国ホームステイ

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（２月号）

第１７回雪上運動会

　園田学園女子大学（尼崎市）に短期留学している南太平洋大学
（フィジー）の学生 2 人が、12 月 15 日から 18 日までの 4 日間、
町内の家庭でホームステイをしながら日本の伝統文化や生活習慣を
体験しました。
　留学生らは、しめ縄飾りづくりや書道、そば打ち、座禅などに挑
戦したほか、降り積もった雪を初体験。母国では触れることのでき
ない異文化を思う存分楽しんだ後、ホストファミリーとの別れを惜   

　湯村温泉でほっこりしてもらおうと 12 月 18 日、薬
師湯イベント広場で「あったかグルメ市」が開催され、
但馬牛の牛めしやコロッケ、じゃぶ、セコかに汁、農産
物など湯村温泉の “ 味 ” が提供されました。
　あいにくの雨模様でしたが、多くの観光客らが訪れ、
開場と同時に栃餅などの特産品は売り切れる大盛況。出
迎えのゆ～たんは子どもたちと記念撮影に収まり、観光
客らは熱々のじゃぶや浜坂港で水揚げされたセコガニの
味噌汁で冷えた体を暖めていました。

あったかグルメ市

　１月８日、県立但馬牧場公園の正月の恒例行事、お雑
煮の振舞いが行われ、スキー客らはしょうゆ仕立てのお
雑煮に舌鼓を打ちました。
　白餅２個にほうれん草とかまぼこ、焼き海苔が色よく
盛り付けられ、カツオと昆布の熱々のだしが注がれます。
会場は家族連れらが詰めかけ、準備した 100 食はあっ
という間に売り切れました。９日にはぜんざいが振る舞
われ、甘いあずきとよく伸びる餅をおいしそうに頬張る
子どもの姿が見られました。

　１月 22 日、県立但馬牧場公園で雪上運動会が開催さ
れ、家族連れら約 100 人がボール運び競争や雪上かる
たとりなどを楽しみました。
　かんじきを着けてソリを引き、ゴールまでの時間を競
うレースでは、勢い余ってソリに乗った子どもが転げ落
ちるなど悪戦苦闘する姿が見られました。

牧場公園でお雑煮

しみながら新温 
泉町をあとにし
ました。
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山陰海岸世界ジオパーク 　　   
クリーン作戦に参加しよう！

　河川の環境保全・美化と不法投棄撲滅をめざし
てクリーン作戦を行います。
▼とき　２月 25 日（土）　
　　午前８時 30 分～ 10 時 30 分
※積雪などにより作業が困難な場合は３月に延期
▼清掃場所　福富橋～岸田川河口までの両岸
▼集合場所　岸田川白馬歩道橋付近
▼内容　不法投棄ごみの収集、分別作業
▼準備物　軍手、長靴、雨具、タオル、防寒着、

ひばし等
▼その他　自動車は加藤文太郎記念図書館駐車場

をご利用ください。
▼問い合わせ　町民課生活環境係
　　℡ 82 ‐ ５６２１

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.2.9

ご
案
内

広報しんおんせん（２月号）

先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

第
14
回
浜
っ
子
ア
ー
ト
展

　

町
内
の
保
育
園
児
か
ら
小
中
・
高
等

学
校
の
児
童
生
徒
、
一
般
の
方
の
絵
画

作
品
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
11
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　

３
月
４
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
82
‐
４
４
９
０

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

　

年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、
受

給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

２
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

３
月
28
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

―
問
い
合
わ
せ
―　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

お
知
ら
せ

家
族
の
絆
・　
　
　
　

愛
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経
つ
こ

の
日
に
、
や
さ
し
い
語
り
と
音
楽
で
、

大
切
な
人
を
想
う
気
持
ち
を
分
か
ち
合

い
ま
し
ょ
う
。
入
場
無
料
。

▼
と
き　

3
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

　

和
花
季
ホ
ー
ル
（
豊
岡
市
戸
枚
）

▼
内
容　

お
は
な
し
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、

　

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し

　

い
但
馬
推
進
会
議（
但
馬
県
民
局
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
７

高
齢
者
大
学 

宇
都
野
学
園

　
　
　

   

と
ち
の
み
学
園   

　

   

修
了
式
日
程
の
変
更

　

い
き
い
き
カ
レ
ン
ダ
ー
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
た
日
程
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

◇
宇
都
野
学
園

　

2
月
28
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
～

◇
と
ち
の
み
学
園

　

2
月
29
日
（
水
）
午
前
10
時
～

―
問
い
合
わ
せ
―

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

八
田
文
化
交
流
会
　
　
　

　
　
　
　
書
道
講
座
作
品

　

一
年
の
集
大
成
と
し
て
、
受
講
生
と

講
師
の
作
品
約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

～
３
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）
月
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８

【訂正】　「牧場公園雪まつり」（2 月 12 日開催）の「但
馬ビーフの試食」は、一人 100 円必要です。
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H24（2012）.2.9

若
者
失
業
者
を
就
職
支
援 

新
温

泉
町
若
者
再
就
職
促
進
奨
励
金

　

町
内
の
若
者
の
再
就
職
支
援
の
た

め
、
20
歳
以
上
45
歳
未
満
で
、
1
年
以

上
失
業
し
て
い
る
方
を
正
規
社
員
と
し

て
新
た
に
雇
用
し
た
事
業
所
に
対
し

て
、
１
人
に
つ
き
25
万
円
の
補
助
金
を

町
が
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
事
業
所

　

町
内
に
事
務
所
、
店
舗
、
工
場
等
を

有
し
て
事
業
を
営
み
、
雇
用
保
険
の

適
用
を
受
け
て
い
る
事
業
所
で
、
出

勤
簿
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
雇
用
者
名

簿
を
整
備
し
て
お
り
、
申
請
時
に
お

い
て
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
官

公
庁
、
そ
の
他
公
的
支
援
を
受
け
て

い
る
事
業
所
及
び
団
体
を
除
く
。）

◆
支
給
の
要
件（
全
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

①
失
業
期
間
が
１
年
以
上
あ
る
町
内
在

住
の
若
者
（
20
歳
以
上
45
歳
未
満
）

を
新
た
に
正
規
社
員
と
し
て
雇
用
す

る
こ
と
（
事
業
主
と
親
族
関
係
に
あ

る
者
は
対
象
外
）

②
前
記
の
失
業
者
を
平
成
22
年
12
月
20

日
か
ら
25
年
3
月
末
ま
で
に
雇
用
す

る
こ
と

③
継
続
し
て
1
年
以
上
雇
用
す
る
こ
と

（
週
の
労
働
時
間
が
30
時
間
以
上
）

④
そ
の
他
、交
付
要
綱
の
規
定
に
よ
る
。

◆
補
助
金
の
額

　

失
業
中
の
若
者
を
正
社
員
と
し
て
雇

用
し
て
か
ら
1
年
経
過
後
に
、
１
人

に
つ
き
25
万
円
（
同
一
の
失
業
者
に

つ
き
１
回
限
り
。）

◆
申
請
手
続
き

①
失
業
中
の
若
者
を
雇
用
し
て
か
ら
1

カ
月
以
内
に
奨
励
金
交
付
事
業
届
出

書
を
町
へ
提
出
し
、
事
業
所
の
認
定
を

受
け
る
。（
所
定
の
従
業
員
名
簿
、
就

業
規
則
、
町
納
税
証
明
書
等
を
添
付
）

②
前
記
の
若
者
を
雇
用
し
て
か
ら
1
年

経
過
後
に
、
奨
励
金
交
付
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請
す
る
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５

平
成
24
・
25
年
度
　
　
　

北
但
行
政
事
務
組
合
入
札
　

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　

平
成
24
・
25
年
度
に
北
但
行
政
事
務

組
合
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品

製
造
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業

者
の
方
、
ま
た
は
組
合
と
物
品
納
入
や

役
務
の
提
供
等
の
取
引
を
希
望
す
る
業

者
の
方
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
（
指
名
願
い
）
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
所
定
の
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
登
録
さ
れ
て
い
た
業
者
の

方
で
も
、
今
回
新
た
に
申
請
の
な
い
場

合
は
、
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
の
入

札
・
見
積
り
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

２
月
10
日
（
金
）
～

　
　

3
月
12
日
（
月)

必
着
（
郵
送
可
）

※
提
出
要
領
、
申
請
書
様
式
は
、
組

合
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
hokutan.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
但
行
政
事
務
組
合

　

施
設
整
備
課　

総
務
係

　
　

℡ （
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

エンジン 0
ゼロ

1
ワン

文化戦略会議　
オープンカレッジ in 鳥取　　
　　　　　　　「砂上の実論。」

　各分野の第一線で活躍する講師が鳥取に集
結。マンガ文化、童謡、民芸・工芸、砂像芸
術、食文化などの講座を多数開講します。
　詳しくはホームページをご覧ください。

（http://enjin01tottori.zz.tc/）
◆とき　3月 23日（金）～ 25日（日）
◆ところ　とりぎん文化会館梨花ホール、
　　　　　鳥取環境大学　ほか

◆内容　
　◇シンポジウム　４企画
　（茂木健一郎さん、乙武洋匡さん、田原総

一朗さん　などが出演）
　◇講座　64 講座
　（林真理子さん、勝間和代さん、姜尚中さん、

和田秀樹さんなど講師多数）
　◇スペシャル企画　２企画
　（有森裕子さんと鳥取砂丘駅伝大会　など）
◆チケット販売　各 500 円（入替制・先着順）
　チケットぴあ、とりぎん文化会館、鳥取市
民会館、ローソンチケットなど　　
　　　　　　　―問い合わせ―
オープンカレッジ in 鳥取実行委員会事務局
　　　　（鳥取市文化芸術推進課内）
　　　　℡（0857）20 ‐ 3226　
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広報しんおんせん（２月号）

募
　
集

第
６
回
新
温
泉
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

　

３
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
方
（
高
校
生
を
含
む
。）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
。）

▼
応
募
期
限　

２
月
27
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
４
５
１
２

浜
坂
先
人
記
念
館
　
　

　
　
　   

展
示
利
用
募
集

　

浜
坂
先
人
記
念
館
は
、歴
史
や
文
化
、

芸
術
に
関
心
を
高
め
、
人
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
文
化
活

動
の
発
表
の
場
と
し

て
、
以
命
亭
ホ
ー
ル

に
あ
な
た
の
作
品
を

展
示
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
（
営
利
目

的
で
な
い
も
の
）

▼
内
容　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
磁

器
、
織
物
、
彫
刻
、
木
工
細
工
、
押

し
絵
な
ど
展
示
可
能
な
も
の

▼
期
間　

①
５
月
29
日
（
火
）
～
６
月
20
日
（
水
）

②
平
成
25
年
３
月
５
日
（
火
）
～
４
月

3
日
（
水
）

　

※
先
着
順
に
決
定
し
ま
す
。

▼
利
用
料　

１
日　

町
民
３
千
円
、
町

外
者
６
千
円

　

※
町
民
に
は
減
免
措
置
あ
り

▼
そ
の
他

　

平
成
25
年
4
月
以
降
の
展
示
も
随

時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
　

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

記
録
会　

参
加
者
募
集

　

誰
に
で
も
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
で
、
健
康
づ
く
り
と
体
力

  固定資産税第 4 期 
    納期限２月２９日（水）

　最寄りの金融機関で納めましょう。納税に
は便利な口座振替制度をご利用ください。　
　口座振替をご利用の方は、残額の確認をお
願いします。　　               　

税務課 ℡ 82 ‐ 3113

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

▼
と
き

　

3
月
3
日
（
土
）
午
前
8
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
在

勤
・
在
学
の
方

▼
競
技
内
容

　

①
ス
リ
ッ
パ
と
ば
し

　

②
な
わ
と
び
30
秒
間
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

③
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
投
げ

　

④
20
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ

　

⑤
7
人
8
脚
（
団
体
競
技
）

　

⑥
大
な
わ
と
び
（
団
体
競
技
）

　

⑦
連
続
フ
リ
ー
ス
ロ
ー（
団
体
競
技
）

　

⑧
ぞ
う
き
ん
が
け
50
ｍ
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
団
体
競
技
）

※
小
学
生
、
一
般
（
中
学
生
以
上
）、

一
般
女
子
の
部
門
別
に
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

2
月
24
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

社
会
体
育
係

　

℡
82
‐
５
６
２
９

ひ
ょ
う
ご
農
商
工
連
携

フ
ァ
ン
ド
事
業
助
成
金

　

地
域
の
農
林
漁
業
資
源
を
活
用
し
た

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り

組
む
事
業
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

県
内
の
中
小
企
業
者
等
と
の
農
林
漁

業
者
の
連
携
体

▼
助
成
対
象
経
費

︿
研
究
開
発
費
﹀　

原
材
料
費
、
委
託

費
（
加
工
費
、
デ
ザ
イ
ン
料
等
）

︿
販
路
開
拓
費
﹀
試
作
品
等
の
た
め
の

広
告
宣
伝
費
な
ど
。
た
だ
し
、
販
路

化
開
拓
の
み
の
事
業
は
対
象
外

▼
助
成
率
・
助
成
限
度
額

　

助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　

50
万
円
以
上
５
０
０
万
円
以
内
（
２

年
間
の
総
額
）　

▼
助
成
期
間　

２
年
以
内

▼
受
付
期
間　

　

２
月
13
日
（
月
）
～
27
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
産
業
活
性

　

化
セ
ン
タ
ー　

新
事
業
課

　

℡
（
０
７
８
）
２
３
０
‐
８
１
１
０
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

広報しんおんせん（２月号）

H24（2012）.2.9

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

八
田
文
化
交
流
会
　
　

　
　
　   

臨
時
職
員
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
員　

　

館
長
、
事
務
員　

各
１
名

▼
勤
務
地　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館
」

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
満
18
歳

以
上
65
歳
未
満
（
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
）。
自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
こ
と

▼
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

２
月
21
日
（
火
）
～

平
成
24
年
度
美
方
郡
広
域
事
務
組

合
臨
時
職
員
採
用
候
補
者
募
集

▼
募
集
職
種
・
人
員　

事
務
員　

1
名

▼
応
募
資
格　

昭
和
27
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
。
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
こ
と

▼
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
う
え

提
出
す
る
こ
と

▼
受
付
期
間

　

２
月
15
日
（
水
）
～
29
日
（
水
）

▼
試
験
（
面
接
）
日　

３
月
11
日
（
日
）

　

時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
応
募

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
勤
務
条
件
等

◇
賃
金
等　

日
額
６
，
４
０
０
円

　

期
間
・
雇
用
状
態
に
よ
っ
て
割
増
賃

金
を
年
間
2
月
以
内
で
支
給

但
馬
文
教
府
み
て
や
ま
学
園 

　
　
大
学
院
入
学
生
募
集

▼
対
象　

但
馬
地
域
在
住
の
県
立
４
年

制
高
齢
者
大
学
ま
た
は
町
の
高
齢
者

大
学
を
修
了
し
た
方

▼
学
習
日
・
内
容　

原
則
、
隔
週
火
曜

日
（
年
間
20
回
）、
基
礎
講
座
や
専

門
講
座
な
ど

▼
学
習
場
所　

但
馬
文
教
府
ほ
か

▼
学
習
年
限　

２
年

▼
定
員　

30
人

▼
受
講
料　

　

年
額　

１
２
，
５
０
０
円
（
予
定
）

▼
応
募
方
法
・
期
限　

所
定
の
申
込
書

を
３
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
文
教
府　

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

　
　
　
　

３
月
6
日
（
火
）
消
印
有
効

▼
試
験
（
面
接
）
日

　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～

▼
勤
務
条
件
等

◇
賃
金
等
（
６
時
間
勤
務
）

　

館
長　

日
額
５
，
１
０
０
円

　

事
務
員　

日
額
４
，
８
０
０
円

◇
任
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日
～

９
月
30
日（
６
ヵ
月
の
再
雇
用
あ
り
）

▼
問
い
合
わ
せ　

八
田
文
化
交
流
会

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８

旧浜坂高校温泉校の　
　　 　　利用者募集

　地域活性化施設を再利用していた
だける方にお貸しします。地域振興
と雇用創出のため、一定の要件を満
たした場合は、町の助成も受けられ
ます。
▼対象施設　
　新温泉町地域活性化施設　　　　
　　　　　　（旧浜坂高校温泉校）
　所在地　　新温泉町竹田９３１
　総床面積　５，５９９．６７㎡
▼使用料　月額　20 万８，２００円
▼決定方法
　資格審査委員会の意見に基づき決

定します。
▼問い合わせ
　商工観光課　℡ 82 ‐ 5625

◇
採
用　

平
成
24
年
4
月
1
日
以
降

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

総
務
課

　
　

℡
92
‐
２
４
１
０
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

子どものころ、大寒の時期の井戸水は腐らな
い、と聞きた記憶があります。そして塩味の黒
豆や砂糖を入れたピンクのかき餅を作るのがと
ても楽しみでした。

この習慣を子どもたちに引き継ごうと、浜坂
地域婦人会が「三世代交流かき餅づくり」を始
めて３年目になりす。昔の人の知恵を学び、食
育につなげたいというおばあさん世代の熱意が
伝わってきます。

色とりどりのかき餅が、春来のてっぺんや上
山高原ふるさと館、朝市などで販売され、都市
部の人に人気とか。素朴な味が手軽に味わえる
ので、私もファンのひとりです。

         12 月 16 日～ 1 月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（２月号）

２月号
vol.77

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H24（2012）.2.9

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
）

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　２月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,576 人 （－   5）

　男 7,871 人 （－ 16）

　女 8,705 人 （+11）

世帯数 5,871 世帯 （+41）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします


